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市
長
は
高
速
交
通
網
の
整

備
を
公
約
の
第

一
に
掲
げ

て
い
る
。

①
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
早
期

実
現
に
つ
い
て
、

舞
鶴
東
～
岡
津

間
の
整
備
計
画
路
線
及
び
小
浜
～

敦
賀
間
の
基
本
計
画
路
線
の
現
況

と
市
長
の
施
策
を
伺
い
た
い
。

②
琵
琶
湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ

イ
ン
及
び
小
浜
線
電
化
に
つ
い
て
、

現
況
と
今
後
の
施
策
を
伺
い
た
い
。

③
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
促

進
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

Ａ
Ａ
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”
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、

の
で
き
な
い
要
件
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
、

昨
年
十
二
月
に
舞

鶴
東
～
岡
津
間
が
整
備
計
画
路
線

に
格
上
げ
さ
れ
、

そ
の
後
、

建
設

省
か
ら
日
本
道
路
公
団
に
調
査
指

示
が
な
さ
れ
、

現
在
、

航
空
写
真

撮
影
、

測
量
図
作
成
等
が
行
わ
れ

て
い
る
。

今
後
と
も
、

早
期
供
用
開
始
を

め
ざ
し
、

県
、

沿
線
市
町
村
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

陳
情
、

要
望
活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

②
に
つ
い
て
は
、

昨
年
七
月
に
滋

賀
県
の
今
津
、

朽
木
、

福
井
県
の

上
中
、

小
浜
の
四
市
町
村
に
よ
る

研
究
会
を
発
足
さ
せ
、

調
査
を
進

め
て
き
た
。

今
年
九
月
に
嶺
南
地
域
全
体
に

よ
る
同
盟
会
を
設
立
し
、

小
浜
市

長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
の
た

め
に
は
、

ま
ず
福
井
県
の
重
要
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
て
い
た

だ
き
、

県
を
主
体
と
し
た
運
動
の

展
開
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
世
紀
中
の
完
成
を
め
ざ
し
、

全
力
を
傾
注
し
て
、

県
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
対
し
、

今
後
と
も
要

望
し
て
い
く
。

市
民
に

「市
長
は
こ
の
事
業
に
、

政
治
生
命
を
賭
け
て
い
る
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
く
。

③
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
年
の
高

崎
～
長
野
間
の
着
工
、

平
成
四
年

の
石
動
～
金
沢
間
の
着
工
等
、

着

実
に
前
進
し
て
い
る
。

し
か
し
、

若
狭
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
、

依
然
そ
の
見
通
し
が
不
透

明
な
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、

琵
琶
湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
ン
及
び
小
浜
線
電
化
が

急
浮
上
し
て
き
た
た
め
、

北
陸
新

幹
線
若
狭
ル
ー
ト
に
ブ
レ
ー
キ
が

か
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

北
陸
新
幹
線
は
国
家
的
観
点
か
ら

そ
の
必
要
性
を
疑
う
べ
く
も
な
い
。

事
業
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

来

年
の

「見
直
し
」
を
踏
ま
え
、

今

後
と
も
粘
り
強
い
運
動
を
展
開
し

て
い
く
。市

長
は
、

二
月
議
会
に
お

い
て
、

「新
し
い
情
報
メ

デ
ィ
ア
を
構
築
す
る
た
め
、

Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
構
想
の
調
査
研
究
を
し
た
い
」

と
答
弁
さ
れ
た
。

現
在
、

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、

そ
の
目
的
、

導
入
期
間
、

設
備
構
想
、

財
源
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
一
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搬
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媛

の
活
性
化
を
図
る
上
で
、

ま
た
、

防
災
計
画
上
に
お
い
て
も
、

必
要

な
情
報
が
即
時
に
入
手
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
、

是
非
必
要
で

あ
る
。

現
在
、

テ
レ
ビ
再
送
信
九
チ
ャ

ン
ネ
ル
、

テ
レ
ビ
衛
星
再
送
信
三

チ
ヤ
ン
ネ
ル
、

通
信
衛
星
放
送
九

チ
ャ
ン
ネ
ル
、

テ
レ
ビ
自
主
放
送

ニ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

音
声
告
知
サ
ー

ビ
ス
、

フ
ア
ク
シ
ミ
リ
な
ど
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
た
め
調
査
委
託
を

し

て

い
る
。

九
月
末
に
詳
細
な
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
る
が
、

中
間
報
告
に
よ

る
と
、

総
事
業
費
は
二
十
六
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

財
源
と
し
て
は
、

農
林
水
産
省

の
制
度
事
業
の
採
択
、

低
利
の
制

度
融
資
の
活
用
等
、

十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

時
期
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産

省
の
制
度
事
業
の
採
択
等
、

順
調

に
進
め
ば
、

平
成
七
年
度
着
工
と

予
測
し
て
い
る
。

本
市
で
は
現
在
、

地
場
産

業
育
成
事
業
や
伝
統
産
業

育
成
事
業
、

商
工
業
振
興
事
業
等

の
支
援
、

育
成
を
行

っ
て
い
る
が
、

そ
う
い
っ
た
中
で
地
場
産
業
会
館

の
運
営
が
う
ま
く
い
く
の
か
ど
う

か
。

地
場
産
業
会
館
の
整
備
の

狙
い
は
、

伝
統
工
芸
産
業

を
主
軸
と
し
、

水
産
加
工
、

観
光

等
の
複
合
振
興
を
も
視
野
に
お
い

た
産
業
活
性
化
の
拠
点
づ
く
り
で

あ
る
。

こ
の
た
め
、

基
本
的
に
は
、

本

施
設
は
地
場
産
業
自
ら
が
維
持
管

理
を
担
当
し
、

活
用
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

現
在
、

基
本
計
画
策
定
調
査
を

委
託
中
で
あ
り
、

こ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、

管
理
運
営
計
画
を
立
案

し
て
い
き
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

っ
い
て
、

今
年
の
二
月
議

会
ま
で
の
理
事
者
の
答
弁
は

「観

海
寮
の
改
築
を
機
に
、

特
養
五
十

床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
六
床
の
施

設
を
市
が
建
設
す
る
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

六
月
議
会
で
は
、

民
間
の
福
祉
法
人
を
支
援
し
、

市

で
は
当
面

ハ
ー
ド
に
は
取
り
組
ま

な
い
と
い
う
答
弁
に
変
わ
っ
た
。

現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

観
海
寮
の
改
築
の
方
針

も
合
わ
せ
て
伺
い
た
い
。
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六
月
議
会
に
お
い
て
、

本
市
の
保

健
福
祉
計
画
策
定
時
に
再
検
討
い

た
し
た
い
旨
答
弁
し
た
。

民
間
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「若
狭

ハ
イ
ツ
」
に
つ
い
て
は
、

先
般
、
日
本
船
舶
振
興
会
に
対
す

る
補
助
金
申
請
な
ら
び
に
県
知
事

に
対
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
認
可

申
請
が
そ
れ
ぞ
れ
受
理
さ
れ
た
。

手
続
き
が
順
調
に
進
め
ば
、

平

成
六
年
春
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

あ
る
。

建
設
場
所
は
、

阿
納
尻
地
区

，

古
津
地
係
で
定
員
五
十
床
、

デ
イ

サ
ー
ビ
ス
十
五
名
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
六
名
と
な
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
観
海
寮
の
改

築
計
画
に
つ
い
て
は
、

民
間
で
特

養
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
計
画

が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
伴
い
、

現

在
地
で
改
築
す
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。

今
議
会
に
は
、

駅
前
駐
車

場
及
び
市
庁
舎
前
駐
車
場

の
有
料
化
の
た
め
の
条
例
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

庁
舎
前
駐
車
場
は
、

市
役
所
に
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用
事
の
あ
る
人
の
利
便
を
図
る
た

め
の
も
の
で
は
な
い
か
。

有
料
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

金

さ
え
払
え
ば
車
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

庁
舎
前
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、

最
近

一
般
利
用
者
が

増
大
し
、

本
来
の
目
的
で
あ
る

「来
庁
者
の
た
め
の
駐
車
場
」
と

い
う
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

現
在
ま
で
、

利
用
状
況
等
の
把

握
に
努
め
、

改
善
に
努
力
し
て
き

た
が
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
ま
ず
庁
舎
前
駐
車

場
が

「来
庁
者
の
た
め
の
駐
車
場
」

と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
今
回
の
改
正
と
な
っ
た
。

な
お
、

来
庁
者
は
無
料
と
な
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
運
営

に
つ
い
て
は
、

赤
字
経
営

い
て
お
り
、

小
浜
ロ
ッ
ジ
の

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

な
状
況
で
あ
り
、

時
代
に
そ

な
い
も
の
で
あ
れ
ば
廃
止
し

ど
う
か
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
利
用

実
績
は
、

平
成
二
年
度
の

、
昭
和
四
十
七
年
度
の
約

一

い
う
状
況
で
あ
る
。

―
ス
ホ
ス
テ
ル
の
制
約
が
、

今
日
の
若
い
世
代
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
、

全
国
的
に
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
事
業
の
不
振
が
続
い
て
い

Ｚつ
。本

市
と
し
て
も
、

運
輸
省
の
許

可
が
得
ら
れ
れ
ば
、

基
本
的
に
は

施
設
の
休
止
、

廃
止
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ＺＯ
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
規

模
に
つ
い
て
は
、

四
万
人

都
市
に
合
わ
せ
た
施
設
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、

搬
入
路
に
つ
い
て
、

将

来
二
十
七
号
と

一
六
二
号
を
つ
な

ぐ
バ
イ
パ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
な
計
画
に
な
ら
な
い
も
の
か
。

施
設
の
規
模
は
、

厚
生
省

の
ご
み
処
理
施
設
構
造
指

針
に
よ
り
、

人
回
の
予
測
、

ご
み

量
の
予
測
等
に
算
出
し
た
も
の
で

あ
る
。

厚
生
省
で
は
、

現
在
ま
で
の
人

口
推
移
に
よ
り
予
測
し
た
人
口
予

測
し
か
認
め
な
い
た
め
、

本
市
の

将
来
構
想
と
は
若
干
相
違
が
あ
る
。

取
付
道
路
に
つ
い
て
は
、

当
分

の
間
、

県
道
中
井
青
井
線
か
ら
を

予
定
し
て
い
る
。

た
だ
、

取
付
道
路
を
バ
イ
パ
ス

に
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
、

道

路
の
規
模
も
構
造
も
ま
っ
た
く
違

う
た
め
、

バ
イ
パ
ス
は
国

へ
要
請

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

本

市
最
大
級
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
、

市
民
体
育
祭
や
若
狭

マ

ラ
ソ
ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

グ
ラ
ウ
ン
ド

の
排
水
が
悪
い
た
め
、

大
き
な
大

会
が
何
回
か
中
止
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
、

改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

＞つ
か
。

ま
た
、

北
川
左
岸
堤
を
ジ

ョ
ギ

ン
グ

ロ
ー
ド
と
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
Ａ
一
神
腰
ゾ

嬢
膨
惇
が
期
変 っ
部

く
、

各
種
大
会
の
開
催
に
支
障
を

来
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
わ
か

っ

て
い
る
。

現
在
の
体
育
施
設
は
、

老
朽
化

が
進
み
、

維
持
管
理
に
多
額
の
経

費
を
必
要
と
し
て
い
る
。

施
設
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、

今
後
と
も
検
討
し
て
い
く
。

な
お
、

現
在
、

日
名
田
地
区
に

長
寿
健
康
の
さ
と
公
園
を
整
備
中

で
あ
り
、

こ
れ
と
の
整
合
性
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

北
川
左
岸
堤
の
利
用
に
つ
い
て

は
、

建
設
省
に
確
認
し
た
結
果
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
利
用
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａｕ一幹幹伽朋紳苑ド博競刺。

こ
れ
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て

理
事
者
に
伺
い
た
い
。

①
土
曜
日
の
体
日
に
、

教
職
員
の

日
直
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
今
後
は
、

有
給
の
管
理

指
導
者
の
配
置
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
が
、

市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

②
週
五
日
制
に
よ
り
、

学
校
施
設

の
開
放
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、

本
市
の
各
小
学
校

の
校
庭
は
、

非
常
に
排
水
が
悪
い

状
況
で
あ
り
、

降
雨
に
よ
り
使
用

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

施
設
開
放
や
社
会
教
育
活
動
と

い
っ
た
こ
と
も
含
め
、

今
後
の
校

庭
の
具
体
的
整
備
計
画
を
示
せ
。

③
現
在
、

金
融
機
関
や
国
家
公
務

員
等
に
お
い
て
は
、

完
全
週
休
二

日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

労
基
法
の
改
正
に
よ
り
、

労
働

時
間
週
四
十
時
間
と
な
っ
た
が
、

市
内
の
中
小
企
業
で
は
、

そ
の
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。

学
校
週
五
日
制
を
機
に
、

第
二

土
曜
日
を
休
日
と
す
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
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Ａ
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指
導
員
に
つ
い
て
は
、

当
面
の

間
、

各
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
教

職
員
が
交
替
で
当
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
、

こ
の
指
導
員
に
つ
い
て

は
、

謝
礼
を
出
し
て
い
き
た
い
。

②
校
庭
整
備
に
つ
い
て
は
、

計
画

的
に
手
が
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る

が
、

老
朽
化
し
た
校
舎
の
補
修
か

ら
順
次
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、

今
後
は
暗
渠
排
水
の

設
置
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

計
画
的
な
整
備
に
努
力
し
た
い
。

③
昭
和
六
十
三
年
、

労
基
法
が
改

正
さ
れ
、

労
働
時
間
が
週
四
十
六

時
間
か
ら
四
十
時
間
と
な
っ
た
。

労
働
基
準
局
や
労
働
監
督
署
に

お
い
て
、

時
間
短
縮
の
指
導
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、

業
種
や
規
模
に

よ
っ
て
指
導
ど
お
り
に
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
、

所
管
官
庁
、

関

係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。
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学
校
の
週
五
日
制
が
導
入

さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
伴
い

県
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

し
か
し
、

本
来
の
地
域
、

家
庭

の
持

つ
役
割
を
再
認
識
と
い
う
課

題
か
ら
か
け
離
れ
て
い
た
よ
う
に

思
う
。

と
こ
ろ
で
、

あ
る
学
校
で
は
、

来
年
か
ら
、

空
き
教
室
を

「学
校

美
術
館
」
、

「学
校
博
物
館
」
と

い
っ
た
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
活

用
す
る
と
い
う
新
聞
報
道
が
あ

っ

た
が
、

本
市
と
し
て
、

学
校
の
地

域
開
放
を
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
施
設
の
う
ち
、

体
育

館
等
は
、

十
数
年
前
か
ら

地
域
住
民
に
開
放
し
て
い
る
。

近
年
、

地
域
住
民
に
生
涯
学
習

の
場
を
提
供
さ
せ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
考
え
方
が
検
討
さ
れ
て
き
て
い

Ｚつ
。し

か
し
な
が
ら
、

本
市
と
し
て

は
、

体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外

の
学
校
施
設
の
開
放
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、

今
後
十
分
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
的
構

想
は
、

公
民
館
に
お
い
て
こ
そ
行

う
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

男
女
一展
用
機
会
均
等
法
や

育
児
休
業
法
等
の
法
改
正

に
よ
り
、

女
性
の
社
会
進
出
が
増

え
て
き
て
い
る
。

子
育
て
は
、

親
の
責
任
の
み
な

ら
ず
、

国
や
自
治
体
が
公
的
に
責

任
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

週
休
二
日
制
に
よ
り
、

保
育
園

で
は
保
母
の
欠
員
、

職
員
の
パ
ー

ト
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

こ
の
点

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、

土
曜
日
は
保
育
を
縮
小

す
る
の
で
は
な
ぐ
、

保
育

ニ
ー
ズ

に
応
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
育
園
の
週
休
二
日
制
ヘ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、

交

替
要
員
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

試
算
で
は
、

十
六
人
の
予
備
保

母
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、

週
休
二
日
制
の
基
本

原
則
は
、

①
人
を
増
や
さ
な
い
、

②
予
算
を
増
や
さ
な
い
、

③
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
で
あ
り
、

大
幅
な
職
員
増
は
困
難
で
あ
る
。

パ
ー
ト
職
員
に
つ
い
て
は
、

待

遇
改
善
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

土
曜
日
の
保
育
園
の
登
園
は
、

義
務
的
な
も
の
で
は
な
く
、

自
由

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の

秋
か
ら
、

試
行
期
間
を
設
け
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第11次道路整備五箇年計画

の財源確保に関する意見書

国民の祝 日「海の 日」制定を

求める意見書

農業農村整備事業促進に

関する意見書

農業農村整備事業は、生産性の向上

を通 じて力強い農業を実現 し潤いと活

力のある農村を建設する一方、農村地

域社会の発展 と国土や自然環境の保全

に多大の役割 りを果たしている重要な

事業である。

また、農業は国の経済の発展 と国民

生活の安定の上で、基本的かつ多面的

な役害Jりを果たしている。

このため、本市では農業農村整備事

業をよリー層強力に推進 し、良好な生

活環境の拡充 と生産性の向上を図 り、

ゆとりと特色のある農業基盤の確立を

めざし、各般の施策を推進 していると

ころである。

よって、政府におかれては、農業農

村整備事業に関する予算枠の拡大 と、

農家負担の軽減について格段の措置を

講 じられるよう強 く要望する。

以上、地方自治法第99条第 2項 の規

定により意見書を提出する。

道路は、地域住民の生活、福祉の向

上、経済文化の交流等の発展を図る上

で重要な役害Jりを果たす施設である。

とりわけ本市は、近畿圏 との最短距

離にある地理的条件から、道路に対す

る依存度が高いにもかかわらず、道路

整備が立ち遅れているためその整備を

求める市民の声は切実なものがある。

言己

1、 第11次道路整備五箇年計画の策定

にあたっては、市民の切実な要望

に応えるため、総投資規模76兆円

を確保すること。

2、 道路特定財源の揮発油税、自動車

重量税等は全額道路財源に充当す

ると共に、一般財源を大幅投入す

る等道路整備財源の充実を図るこ

と。

3、 地方公共団体の道路整備財源の充

実強化を図ること。

以上、地方自治法第99条第 2項 の規

定により意見書を提出する。

我が国は、四方を海に囲まれた海洋

国家であり、海は、我々日本人の食生

活に不可欠の水産物の調達をはじめ、

国民生活に欠 くことのできない多 くの

物資を海上輸送によって確保 (ン、貿易

立国としての我が国を支えてきた。
一方、海は国民の憩いの場 として、

釣 りや海水浴等を通 じて親 しまれてお

り、今後マリンレジャーの場 としても

期待をされている。
・このように、日本国民 と海 との歴史

的及び社会的なかかわ りは深 く、国民

が海の大切さを理解すると共に、その

恩恵に感謝 し、さらに国際社会に向け

て、海の利用 と安全及び環境保全の観

点から、 7月 20日を 「海の日」 とし国

民の祝 日として制定されるよう強 く要

望するも

以上、地方自治法第99条第 2項 の規

定により意見書を提出する。


